たんです が、 どうして 此頃は お客さんの 要求から して 

実質 本位です」。 そして 年期奉公の 外に 園芸学 校へ も 

入らなければ ならない し 京都へ も 留学 するとい ふ。 生 

活 文化の 激甚 この 有閑と いはれ る 職業にまで 及んだ の 

ゝ o 

力 

午前、 午後、 二度のお 茶う け、 昼 どきの 箸 合せ、 な 

にかと 気 を 配らねば ならない 雇傭の 習慣 は 面倒 旧式と 

言へば それまで だが 「して あげる」 「して 貰 ふ」 とい ふ 

何 か 彼此の 間に スム— ズな もの を 生む。 

池に 使 ふ 不動 石、 礼拝 石、 平 浜 —— それ は 小柄の も 
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